
東
宝
特
撮
映
画
『
モ
ス
ラ
』
と
中
村
真
一
郎
・
福
永
武
彦
・
堀
田
善
衞 

『
発
光
妖
精
と
モ
ス
ラ
』

細　

川　

涼　

一

は
じ
め
に

　

二
○
一
四
年
は
、
東
宝
特
撮
怪
獣
映
画
『
ゴ
ジ
ラ（（
（

』
の
公
開（
一
九
五
四
年
十
一

月
三
日
封
切
）か
ら
六
十
年
を
経
た
ゴ
ジ
ラ
生
誕
六
十
周
年
の
年
で
あ
る
。
そ
の
節

目
の
年
に
、
ハ
リ
ウ
ッ
ド
版
『
Ｇ
Ｏ
Ｄ
Ｚ
Ｉ
Ｌ
Ｌ
Ａ
』（
ギ
ャ
レ
ス
・
エ
ド
ワ
ー
ズ

監
督
）が
公
開
さ
れ
た
こ
と
も
話
題
に
な
っ
た（（
（

。

　

『
ゴ
ジ
ラ
』
は
、
日
本
で
最
初
に
作
ら
れ
た
特
撮
怪
獣
映
画
で
あ
る
。
ゴ
ジ
ラ

が
生
誕
か
ら
六
十
周
年
を
迎
え
た
と
い
う
こ
と
は
、
す
な
わ
ち
日
本
の
特
撮
怪
獣

映
画
が
六
十
年
の
歴
史
を
経
た
こ
と
を
意
味
す
る
。

　

し
か
し
、
ハ
リ
ウ
ッ
ド
で
初
代
ゴ
ジ
ラ
へ
の
オ
マ
ー
ジ
ュ
を
込
め
た
『
Ｇ
Ｏ
Ｄ

Ｚ
Ｉ
Ｌ
Ｌ
Ａ
』
が
制
作
さ
れ
た
一
方
で
、
本
元
の
東
宝
で
は
二
○
○
四
年
の
『
ゴ

ジ
ラ 

フ
ァ
イ
ナ
ル 

ウ
ォ
ー
ズ（（
（

』
を
最
後
と
し
て
、
特
撮
怪
獣
映
画
は
作
ら
れ
て

い
な
い
。
東
宝
特
撮
怪
獣
映
画
は
現
在
の
と
こ
ろ
、
半
世
紀
で
歴
史
の
幕
を
閉
じ

た
形
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る（（
（

。

　

こ
の
五
十
年
間
の
東
宝
特
撮
怪
獣
映
画
の
中
で
も
、『
ゴ
ジ
ラ
』
と
な
ら
ん
で

人
口
に
膾
炙
し
た
の
は
、『
ゴ
ジ
ラ
』
と
同
じ
く
本
多
猪
四
郎
の
監
督
に
な
る

『
モ
ス
ラ
』（
一
九
六
一
年
七
月
三
十
日
公
開
）で
あ
ろ
う（（
（

。
モ
ス
ラ
は
登
場
第
二
作

『
モ
ス
ラ
対
ゴ
ジ
ラ
』（
一
九
六
四
年
四
月
二
十
九
日
公
開（
（
（

）以
後
、
ゴ
ジ
ラ
シ
リ
ー

ズ
に
客
演
で
登
場
す
る
怪
獣
で
あ
る
か
の
観
を
呈
す
る
よ
う
に
な
る
が
、
最
初
の

『
モ
ス
ラ
』
で
は
、
単
独
で
主
役
を
張
っ
た
怪
獣
で
あ
っ
た
。

　

『
モ
ス
ラ
』
を
め
ぐ
っ
て
は
、
モ
ス
ラ
は
絹
を
作
る
カ
イ
コ
ガ
を
イ
メ
ー
ジ
し

た
怪
獣
と
す
る
考
察
を
は
じ
め
と
し
て
、『
モ
ス
ラ
』
を
戦
後
の
同
時
代
史
の
中

で
多
角
的
に
読
み
解
い
た
小
野
俊
太
郎
氏
の
『
モ
ス
ラ
の
精
神
史（（
（

』
と
い
う
独
創

性
に
満
ち
た
研
究
が
あ
る（（
（

。
ま
た
、『
モ
ス
ラ
』
に
出
演
し
た
小
泉
博（
言
語
学

者
・
中
条
信
一
役
）を
は
じ
め
と
し
て
、
映
画
『
モ
ス
ラ
』
に
関
わ
っ
た
映
画
人
へ

の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
中
心
に
編
集
さ
れ
た
別
冊
映
画
秘
宝
『
モ
ス
ラ
映
画
大
全
』

は
、
そ
れ
自
体
が
『
モ
ス
ラ
』
の
優
れ
た
研
究
書
・
資
料
集
の
出
版
と
な
っ
て
い
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る
（
（
（

。

　

『
モ
ス
ラ
』
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ら
最
近
の
労
作
に
つ
け
加
え
る
こ
と
は
な
い

よ
う
で
あ
る
が
、
し
か
し
、
台
本
を
直
接
再
検
討
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
見
出
せ
る

論
点
も
少
な
く
な
い
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、『
モ
ス
ラ
』
を
め
ぐ
っ
て
、
台
本
を

中
心
と
し
て
一
、
二
の
こ
と
を
指
摘
す
る
こ
と
で
、
今
後
の
『
モ
ス
ラ
』
研
究
の

た
め
に
書
誌
的
に
資
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

一　

原
作
の
中
村
真
一
郎
・
福
永
武
彦
・
堀
田
善
衞
『
発
光
妖

精
と
モ
ス
ラ
』
と
関
沢
新
一
に
よ
る
シ
ナ
リ
オ

　

『
モ
ス
ラ
』
は
今
日
で
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
中
村
真
一
郎
・
福
永

武
彦
・
堀
田
善
衞
の
三
人
の
共
作
に
よ
る
映
画
の
た
め
の
書
き
下
ろ
し
小
説
『
発

光
妖
精
と
モ
ス
ラ
』（『
週
刊
朝
日
・
別
冊
』
一
九
六
一
年
一
月
号
発
表
）が
原
作
で
あ

る
。
東
宝
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
の
田
中
友
幸
に
よ
れ
ば（（1
（

、
田
中
は
東
宝
文
芸
部
員
の

椎
野
英
之
の
紹
介
で
中
村
真
一
郎
を
知
っ
て
お
り
、
そ
の
縁
で
中
村
が
福
永
武
彦

と
堀
田
善
衞
を
推
薦
し
て
、
三
人
の
共
作
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

田
中
は
「
お
三
方
は
い
わ
ゆ
る
純
文
学
畑
の
方
で
、
は
じ
め
は
驚
い
て
お
ら
れ

た
が
、
や
が
て
で
き
あ
が
っ
て
き
た
も
の
は
、
わ
た
し
の
狙
い
通
り
、
現
代
の
お

と
ぎ
話
と
い
っ
て
い
い
、
豊
か
な
イ
マ
ジ
ネ
ー
シ
ョ
ン
に
満
ち
た
も
の
だ
っ
た
」

と
回
想
し
て
い
る
。
田
中
は
『
モ
ス
ラ
』
を
田
中
自
身
が
製
作
し
た
東
宝
特
撮
怪

獣
映
画
の
中
で
も
、『
ゴ
ジ
ラ
』『
空
の
大
怪
獣 

ラ
ド
ン
』
と
並
ん
で
「
で
き
の

よ
い
怪
獣
映
画
」
だ
と
評
し
て
い
る
。

　

初
期
の
東
宝
特
撮
映
画
の
プ
ロ
ッ
ト
が
し
っ
か
り
し
て
い
る
の
は
、
探
偵
小

説
・
幻
想
小
説
の
フ
ァ
ン
で
も
あ
っ
た
田
中
が
、『
ゴ
ジ
ラ
』
の
原
作
を
香
山
滋

に
、『
空
の
大
怪
獣 

ラ
ド
ン（（1
（

』
の
原
作
を
黒
沼
健
に
、『
地
球
防
衛
軍（（1
（

』
の
原
作

を
丘
美
丈
二
郎
に
依
頼
す
る
な
ど
、
探
偵
・
Ｓ
Ｆ
作
家
に
原
作
の
依
頼
を
行
っ
た

か
ら
で
あ
る
。
原
作
依
頼
に
当
た
っ
て
は
、
田
中
自
ら
が
作
家
の
許
を
訪
問
し
た
。

　

中
村
真
一
郎
・
福
永
武
彦
・
堀
田
善
衞
に
『
モ
ス
ラ
』
の
原
作
依
頼
を
行
っ
た

の
も
、
田
中
が
こ
れ
以
前
に
、
香
山
滋
・
黒
沼
健
・
丘
美
丈
二
郎
に
原
作
依
頼
を

行
っ
た
経
験
を
踏
ま
え
て
の
こ
と
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
純
文
学
畑
の
作
家
と
は

い
っ
て
も
、
福
永
武
彦
・
中
村
真
一
郎
の
二
人
は
本
格
探
偵
小
説
の
愛
読
者
で
あ

り
、
大
衆
文
学
と
し
て
の
探
偵
小
説
に
対
す
る
偏
見
は
な
か
っ
た
。
福
永
武
彦
は

加
田
伶
太
郎
の
ペ
ン
ネ
ー
ム
で
「
完
全
犯
罪
」
な
ど
の
本
格
探
偵
小
説
を
、
船
田

学
の
ペ
ン
ネ
ー
ム
で
Ｓ
Ｆ
「
地
球
を
遠
く
離
れ
て
」
を
書
い
て
い
る
し（（1
（

、
中
村
真

一
郎
に
も
『
黒
い
終
点
』
と
い
う
探
偵
小
説
の
著
書
が
あ
る（（1
（

。

　

ち
な
み
に
、
福
永
の
探
偵
・
Ｓ
Ｆ
小
説
は
『
加
田
伶
太
郎
全
集
』
に
集
成
さ
れ

て
い
る
が
、
そ
の
元
版
で
あ
る
『
完
全
犯
罪
』
の
刊
行
は
一
九
五
七
年
の
こ
と
で

あ
り
、
中
村
の
『
黒
い
終
点
』
の
刊
行
は
『
モ
ス
ラ
』
公
開
前
年
の
一
九
六
○
年

の
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
福
永
・
中
村
の
二
人
に
は
『
モ
ス
ラ
』
原
作
の
執

筆
時
点
で
、
そ
れ
ぞ
れ
に
探
偵
小
説
の
著
書
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　

も
う
一
人
の
堀
田
善
衞
に
も
、
し
ば
し
ば
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
、「
一
種
の
怪

談
趣
味
」
が
あ
り（（1
（

、
そ
れ
は
後
年
の
大
作
評
伝
『
ゴ
ヤ
』
四
部
作
に
お
け
る
「
巨

人
」「
黒
い
絵
」
な
ど
の
ゴ
ヤ
の
絵
の
解
説
に
結
実
し
て
い
る（（1
（

。

　

さ
て
、『
発
光
妖
精
と
モ
ス
ラ
』
は
、
長
ら
く
単
行
本
化
さ
れ
な
か
っ
た
が
、

初
出
か
ら
三
十
年
以
上
を
経
て
、
一
九
九
四
年
に
は
じ
め
て
筑
摩
書
房
か
ら
単
行

本
が
刊
行
さ
れ
た（（1
（

。
筑
摩
書
房
版
『
発
光
妖
精
と
モ
ス
ラ
』
は
、
中
村
真
一
郎
・
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福
永
武
彦
・
堀
田
善
衞
に
よ
る
原
作
小
説
「
発
光
妖
精
と
モ
ス
ラ
」
の
ほ
か
、
関

沢
新
一
脚
本
に
よ
る
映
画
『
モ
ス
ラ
』
の
シ
ナ
リ
オ
の
第
一
稿
と
決
定
稿
が
収
め

ら
れ
て
い
る
の
が
特
徴
で
あ
る
。
第
一
稿
と
決
定
稿
の
二
つ
を
収
め
た
こ
と
に
つ

い
て
は
、「
決
定
稿
と
い
っ
て
も
、
完
成
し
た
映
画
と
は
細
部
で
違
っ
て
く
る
の

が
普
通
だ
が
、「
モ
ス
ラ
」
の
場
合
、
ラ
ス
ト
・
シ
ー
ン
が
大
き
く
変
わ
っ
て
し

ま
っ
た
。（
中
略
）九
州
・
高
千
穂
ロ
ケ
で
の
撮
影
も（
決
定
稿
ど
お
り
に
―
引
用
者
）

す
べ
て
終
わ
っ
た
あ
と
、
急
に
撮
り
直
し
と
な
り
、
第
一
稿
ど
お
り
、
ア
メ
リ
カ

の
大
都
会
を
思
わ
せ
る
街
が
舞
台
と
な
っ
た
の
で
あ
る（
た
だ
、
第
一
稿
の
ニ
ュ
ー

ワ
ゴ
ン
シ
テ
ィ
は
、
映
画
で
は
ニ
ュ
ー
カ
ー
ク
シ
テ
ィ
と
な
っ
て
い
る
）。
こ
こ
に
、
第

一
稿
と
決
定
稿
を
二
つ
と
も
収
め
た
の
は
、
そ
う
い
う
経
緯
が
あ
っ
た
か
ら
だ
」

と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
本
書
の
刊
行
に
よ
っ
て
、
映
画
『
モ
ス
ラ
』

が
完
成
す
る
ま
で
の
、
原
作
小
説
→
シ
ナ
リ
オ
第
一
稿
→
シ
ナ
リ
オ
決
定
稿
→
映

画
と
練
り
込
ま
れ
た
変
化
を
辿
る
こ
と
が
可
能
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
小
野
俊
太

郎
氏
の
『
モ
ス
ラ
の
精
神
史
』
に
お
け
る
原
作
小
説
・
シ
ナ
リ
オ
の
変
化
を
め
ぐ

る
引
用
も
、
本
書
を
底
本
と
し
て
い
る
。

　

関
沢
新
一
に
よ
る
シ
ナ
リ
オ
は
、『
発
光
妖
精
と
モ
ス
ラ
』
以
前
に
、
す
で
に

東
宝
Ｓ
Ｆ
特
撮
映
画
シ
リ
ー
ズ
Ｖ
Ｏ
Ｌ
・
2
『
モ
ス
ラ
／
モ
ス
ラ
対
ゴ
ジ
ラ
』
で

「
シ
ナ
リ
オ
完
全
掲
載
」
と
し
て
活
字
化
さ
れ
て
い
る（（1
（

。『
モ
ス
ラ
／
モ
ス
ラ
対

ゴ
ジ
ラ
』
で
「
完
全
掲
載
」
さ
れ
た
シ
ナ
リ
オ
も
、
第
一
稿
で
あ
る
こ
と
が
『
発

光
妖
精
と
モ
ス
ラ
』
所
収
の
シ
ナ
リ
オ
と
の
対
校
か
ら
判
明
す
る
。『
モ
ス
ラ
／

モ
ス
ラ
対
ゴ
ジ
ラ
』
に
は
、
底
本
に
し
た
と
思
わ
れ
る
第
一
稿
台
本
の
書
影
が
載

せ
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
こ
に
は
特
技
監
督
の
円
谷
英
二
の
独
特
の
サ
イ
ン
「
ス

キ
ー
坊
や
」
が
書
か
れ
て
お
り
、『
モ
ス
ラ
／
モ
ス
ラ
対
ゴ
ジ
ラ
』
で
活
字
化
さ

れ
た
シ
ナ
リ
オ
の
底
本
は
円
谷
英
二
の
所
持
本
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

二　

『
大
怪
獣
モ
ス
ラ
』
台
本
の
変
化
と
ラ
ス
ト
の
変
更

　

『
発
光
妖
精
と
モ
ス
ラ
』
に
は
、
シ
ナ
リ
オ
の
第
一
稿
と
決
定
稿
が
所
収
さ
れ

て
い
る
が
、
こ
の
決
定
稿
と
は
第
三
稿
で
あ
っ
た
。

　

別
冊
映
画
秘
宝
『
モ
ス
ラ
映
画
大
全
』
に
、
友
井
健
人
氏
が
『
モ
ス
ラ
』
台
本

の
検
討
稿
か
ら
決
定
稿
へ
の
変
化
を
、
台
本
の
書
影
入
り
で
紹
介
し
て
い
る（（1
（

。
氏

が
明
ら
か
に
し
た
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、『
モ
ス
ラ
』
の
台
本
『
大
怪
獣
モ
ス
ラ
』

（『
モ
ス
ラ
』
は
公
開
直
前
ま
で
、
題
名
は
『
大
怪
獣
モ
ス
ラ
』
が
予
定
さ
れ
て
い
た
）に
は
、

第
一
稿（
一
九
六
○
年
）、
第
二
稿（
一
九
六
一
年
）、
第
三
稿（
一
九
六
一
年
）の
三
種
類

の
台
本
が
残
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
う
ち
第
三
稿
が
決
定
稿
な
の
で
あ
る
。

　

友
井
氏
の
紹
介
す
る
台
本
書
影
の
う
ち
、
第
一
稿
と
第
二
稿
は
円
谷
英
二
使
用

の
台
本
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
第
一
稿
は
、「
ス
キ
ー
坊
や
」
の
サ
イ
ン
が
同
一
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
東
宝
Ｓ
Ｆ
特
撮
映
画
シ
リ
ー
ズ
Ｖ
Ｏ
Ｌ
・
2
『
モ
ス
ラ
／
モ
ス

ラ
対
ゴ
ジ
ラ
』
に
掲
載
さ
れ
た
シ
ナ
リ
オ
の
底
本
に
も
な
っ
た
台
本
で
あ
る
こ
と

が
う
か
が
え
る
。

　

友
井
氏
が
紹
介
す
る
台
本
の
変
化
の
中
で
も
興
味
深
い
の
は
、「
円
谷
特
技
監

督
で
な
く
ス
タ
ッ
フ
が
使
用
し
た
も
の
」
と
し
て
書
影
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
第
三

稿
台
本
で
あ
る
。
こ
の
第
三
稿
台
本
表
紙
は
、
右
の
方
が
紐
で
綴
じ
ら
れ
て
い
る

が
、
そ
れ
に
は
理
由
が
あ
る
と
し
て
、
友
井
氏
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

途
中
か
ら
ラ
ス
ト
が
変
更
に
な
っ
た
た
め
、
第
三
稿
の
途
中
か
ら
第
一
稿
を

無
理
や
り
合
体
さ
せ
て
い
る
。
つ
ま
り
切
っ
た
台
本
同
士
を
重
ね
て
紐
で
綴
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じ
合
わ
せ
た
。
開
く
と
繋
が
っ
た
ペ
ー
ジ
を
境
に
文
字
組
が
違
う
。

　

『
モ
ス
ラ
』
に
お
け
る
決
定
稿
か
ら
の
ラ
ス
ト
変
更
に
つ
い
て
は
、
先
に
引
用

し
た
『
発
光
妖
精
と
モ
ス
ラ
』
の
解
説
で
も
言
及
さ
れ
て
い
た
が
、
こ
の
点
を
め

ぐ
っ
て
は
、
監
督
の
本
多
猪
四
郎
自
身
、
次
の
よ
う
に
回
想
し
て
い
る（（2
（

。

（『
モ
ス
ラ
』
は
ア
メ
リ
カ
の
コ
ロ
ン
ビ
ア
映
画
と
の
―
引
用
者
）合
作
映
画
と
い
う

形
だ
っ
た
。
ラ
ス
ト
の（
モ
ス
ラ
に
よ
る
―
引
用
者
）ニ
ュ
ー
カ
ー
ク
市シ
テ
ィ襲
撃
っ

て
の
は
、
一
番
最
初
に
あ
っ
た
ん
だ
か
ら
、
シ
ナ
リ
オ
の
第
一
稿
の
時
に
。

そ
れ
を
金
が
か
か
る
か
ら
や
め
て
、
国
内
で
ラ
ス
ト
に
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

そ
れ
で（
決
定
稿
で
―
引
用
者
）九
州
の
高
千
穂
へ（
ラ
ス
ト
を
―
引
用
者
）持
っ

て
っ
た
ん
だ
よ
。
そ
れ
が
一
番
最
初
の
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
、
九
州
へ
行
っ
た
。

そ
し
た
ら
、
や
っ
ぱ
り
契
約
違
反
だ
っ
て
言
わ
れ
て
、
そ
れ
で
ま
た
、
元
へ

戻
し
た
。

　

こ
こ
で
ラ
ス
ト
の
変
更
と
あ
る
の
は
、
次
の
こ
と
で
あ
る
。
ロ
リ
シ
カ
国（
原

作
小
説
で
は
ロ
シ
リ
カ
国
。
ア
メ
リ
カ
が
寓
意
さ
れ
て
い
る
）の
興
行
師
ク
ラ
ー
ク
・
ネ

ル
ソ
ン（
ジ
ェ
リ
ー
伊
藤
）は
、
モ
ス
ラ
の
巫
女
と
も
い
え
る
小
美
人（
原
作
小
説
の
福

永
武
彦
の
執
筆
部
分
で
は
、
発
光
妖
精
ア
イ
レ
ナ
。
中
村
真
一
郎
の
執
筆
部
分
で
は
、
小

美
人
の
名
が
す
で
に
見
出
せ
る
。
ザ
・
ピ
ー
ナ
ッ
ツ
）を
イ
ン
フ
ァ
ン
ト
島
か
ら
拉
致
し
、

東
京
で
見
世
物
に
し
て
大
儲
け
を
企
ん
だ
。
し
か
し
、
幼
虫
モ
ス
ラ
が
小
美
人
を

奪
還
し
に
東
京
に
襲
来
し
た
こ
と
を
知
り
、
ネ
ル
ソ
ン
は
小
美
人
を
連
れ
て
ロ
リ

シ
カ
国
に
脱
出
し
た
。
東
京
で
繭
を
経
て
巨
蛾
の
成
虫
と
な
っ
た
モ
ス
ラ
は
、
小

美
人
を
追
っ
て
ロ
リ
シ
カ
国
の
ニ
ュ
ー
ワ
ゴ
ン
シ
テ
ィ
を
襲
っ
た
。
ネ
ル
ソ
ン
は

ニ
ュ
ー
ワ
ゴ
ン
シ
テ
ィ
郊
外
で
ポ
リ
ス
に
射
殺
さ
れ
た
。
原
作
小
説
お
よ
び
第
一

稿
で
は
以
上
の
よ
う
な
ス
ト
ー
リ
ー
で
あ
っ
た
の
が
、
決
定
稿（
第
三
稿
）に
お
い

て
は
、
ネ
ル
ソ
ン
は
セ
ス
ナ
で
逃
げ
る
が
、
九
州
の
霧
島
山
中
で
セ
ス
ナ
が
墜
落

し
、
仙
人
洞
で
捕
ま
る
設
定
に
変
更
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
が
、
完
成
さ
れ
た

映
画
『
モ
ス
ラ
』
の
ラ
ス
ト
で
は
、
モ
ス
ラ
が
小
美
人
を
追
っ
て
ニ
ュ
ー
カ
ー
ク

シ
テ
ィ
を
襲
い
、
ネ
ル
ソ
ン
は
ニ
ュ
ー
カ
ー
ク
シ
テ
ィ
郊
外
で
ポ
リ
ス
に
射
殺
さ

れ
る
設
定
に
戻
さ
れ
た
。

　

以
上
の
友
井
氏
の
研
究
お
よ
び
本
多
猪
四
郎
監
督
の
証
言
か
ら
、『
モ
ス
ラ
』

に
は
第
三
稿
ま
で
の
台
本
が
あ
り
、
さ
ら
に
ア
メ
リ
カ
の
配
給
会
社
で
あ
る
コ
ロ

ン
ビ
ア
映
画
の
注
文
に
よ
っ
て
、
ラ
ス
ト
が
第
三
稿（
決
定
稿
）の
九
州
高
千
穂（
霧

島
山
中
仙
人
洞
）か
ら
、
原
作
小
説
・
第
一
稿
の
ロ
リ
シ
カ
国（
ロ
シ
リ
カ
国
）の

ニ
ュ
ー
カ
ー
ク
シ
テ
ィ
（
た
だ
し
、
都
市
名
は
原
作
小
説
・
第
一
稿
で
は
ニ
ュ
ー
ワ
ゴ

ン
シ
テ
ィ
）に
戻
さ
れ
た
こ
と
が
指
摘
で
き
よ
う
。

三　

台
本
『
大
怪
獣
モ
ス
ラ 

第
2
稿
』
に
つ
い
て

　

と
こ
ろ
で
、
こ
こ
で
問
題
に
し
た
い
の
は
、
第
三
稿（
決
定
稿
）か
ら
急
遽
改
め

ら
れ
た
ラ
ス
ト
は
、
第
一
稿
台
本
が
そ
の
ま
ま
流
用
さ
れ
た
の
か
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。
こ
の
点
を
め
ぐ
っ
て
は
、「
元（
の
第
一
稿
―
引
用
者
）に
戻
し
た
」
と
い
う

本
多
猪
四
郎
監
督
の
証
言
も
あ
る
し
、
友
井
健
人
氏
が
紹
介
し
た
よ
う
に
、
第
三

稿
台
本
に
は
、
第
一
稿
の
ラ
ス
ト
を
合
体
さ
せ
た
も
の
が
現
存
す
る
こ
と
か
ら
、

第
一
稿
の
ラ
ス
ト
が
流
用
さ
れ
た
こ
と
は
確
か
な
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、

完
成
し
た
『
モ
ス
ラ
』
の
ラ
ス
ト
に
は
、
ロ
リ
シ
カ
国
に
逃
亡
し
た
ネ
ル
ソ
ン
と

そ
の
配
下
が
農
場
の
小
屋
に
一
旦
隠
れ
る
な
ど
、
第
一
稿
に
は
な
い
シ
ー
ン
も
少

な
く
な
い
。
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と
こ
ろ
で
、
私
の
手
許
に
は
、
別
々
の
経
緯
で
入
手
し
た
、『
大
怪
獣
モ
ス
ラ

第
2
稿
』
台
本（
一
九
六
一
年
）と
、『
大
怪
獣
モ
ス
ラ
―
Ｓ
＃
165
以
降
改
訂
台
本
―
』

の
二
種
類
の
『
モ
ス
ラ
』
台
本
が
あ
る
。
そ
こ
で
、
こ
の
二
つ
の
台
本
に
つ
い
て

こ
こ
で
紹
介
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

　

『
モ
ス
ラ
』
台
本
に
三
種
類
が
あ
り
、
決
定
稿
は
第
三
稿
で
あ
る
こ
と
は
す
で

に
友
井
氏
が
指
摘
し
て
い
る
が
、
私
の
手
許
に
あ
る
『
大
怪
獣
モ
ス
ラ 

第
2

稿
』
台
本（（2
（

は
カ
メ
ラ
ス
タ
ッ
フ
が
使
用
し
た
も
の
で
あ
る
。
シ
ー
ン
ご
と
に
ロ

ケ
ー
シ
ョ
ン
場
所
が
書
き
込
ま
れ
る
な
ど
、
鉛
筆
書
き
で
か
な
り
の
書
き
込
み
が

あ
る
。

　

こ
れ
ま
で
、『
モ
ス
ラ
』
台
本
が
活
字
化
さ
れ
た
の
は
、
第
一
稿
と
決
定
稿（
第

三
稿
）で
あ
っ
た
た
め
、『
モ
ス
ラ
』
台
本
の
変
化
を
め
ぐ
る
検
討
は
、
第
一
稿
と

第
三
稿
の
比
較
に
よ
っ
て
な
さ
れ
て
き
た
と
い
え
よ
う（（2
（

。
し
か
し
、
厳
密
に
い
え

ば
、
そ
の
間
に
第
二
稿
を
置
い
て
考
え
る
こ
と
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
た
と
え
ば
、

こ
れ
ま
で
第
三
稿
に
お
け
る
変
更
と
さ
れ
て
い
る
次
の
点
は
、
す
で
に
第
二
稿
に

お
い
て
変
更
が
加
え
ら
れ
て
い
る
箇
所
で
あ
る
。

（
1
）　

第
一
稿
で
原
作
小
説
ど
お
り
四
人
で
あ
っ
た
小
美
人
が
、
配
役
の
ザ
・

ピ
ー
ナ
ッ
ツ
に
合
わ
せ
て
二
人
に
な
っ
た
。

（
2
）　

幼
虫
の
モ
ス
ラ
が
日
本
に
上
陸
し
出
現
す
る
地
点
が
、
第
一
稿
の
三
浦
半

島
の
葉
山
海
岸（
原
作
小
説
で
は
鎌
倉
の
七
里
ガ
浜
）か
ら
奥
多
摩
湖
の
第
三
ダ

ム（
小
河
内
ダ
ム
）に
変
更
さ
れ
た
。
な
お
、
小
河
内
ダ
ム
は
決
定
稿
で
は
「
第

三
ダ
ム
」
と
さ
れ
て
い
る
が
、
第
二
稿
で
は
「
小
河
内
ダ
ム
」
と
記
さ
れ
て

い
る
。

（
3
）　

幼
虫
の
モ
ス
ラ
が
繭
を
作
る
場
所
が
、
国
会
議
事
堂
か
ら
東
京
タ
ワ
ー
に

変
更
さ
れ
た
。

（
4
）　

モ
ス
ラ
が
小
美
人
奪
還
の
た
め
東
京
を
襲
っ
た
の
を
知
り
、
ネ
ル
ソ
ン
が

逃
亡
し
た
先
が
、
ロ
リ
シ
カ
国
の
ニ
ュ
ー
ワ
ゴ
ン
シ
テ
ィ
か
ら
九
州
の
霧
島

仙
人
洞
に
変
更
さ
れ
た
。

　

一
方
で
、
第
二
稿
に
お
い
て
は
第
一
稿
が
踏
襲
さ
れ
、
第
三
稿
で
変
化
し
た
箇

所
も
あ
る
。
た
と
え
ば
、
イ
ン
フ
ァ
ン
ト
島（（2
（

近
海
で
台
風
の
た
め
遭
難
し
た
第
二

玄
洋
丸
の
「
救
助
対
策
本
部
」
は
、
所
属
船
会
社（
松
菱
海
運
）に
置
か
れ
、
救
助

船
と
し
て
海
上
自
衛
隊
の
艦
艇
「
は
や
か
ぜ
」「
と
も
か
ぜ
」
が
海
上
捜
査
を
行

う
と
い
う
第
一
稿
の
設
定
は
、
第
二
稿
ま
で
残
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
第
三
稿

で
、
救
助
対
策
本
部
は
海
上
保
安
庁
に
置
か
れ
、
救
助
隊
と
し
て
海
上
捜
査
を
す

る
の
も
海
上
保
安
庁
の
巡
視
船
と
い
う
設
定
に
変
更
さ
れ
た
の
で
あ
る（
第
三
稿
で

『大怪獣モスラ　第 2稿』台本

東宝特撮映画『モスラ』と中村真一郎・福永武彦・堀田善衞『発光妖精とモスラ』
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は
巡
視
船
の
船
名
は
な
い
が
、
映
画
で
は
第
七
管
区
海
上
保
安
本
部
の
「
さ
つ
ま
」
に
な
っ

て
い
る（
（2
（

）。

　

し
か
し
、
総
じ
て
第
二
稿
は
第
一
稿
か
ら
の
変
更
点
が
多
く
、
ど
ち
ら
か
と
い

う
と
第
三
稿（
決
定
稿
）に
近
い
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。
と
く
に
、
上
記（
1
）―

（
4
）の
重
要
な
変
更
点
は
、
全
て
第
三
稿
以
前
に
第
二
稿
に
お
い
て
な
さ
れ
て
い

る
（
（2
（

。
第
一
稿
で
は
中
村
真
一
郎
・
福
永
武
彦
・
堀
田
善
衞
の
原
作
が
尊
重
さ
れ
て

い
る
の
に
対
し
て
、
第
二
稿
で
大
幅
な
変
更
が
加
え
ら
れ
、
そ
れ
に
も
と
づ
い
て

決
定
稿（
第
三
稿
）が
書
か
れ
た
の
で
あ
る
。

四　
『
大
怪
獣
モ
ス
ラ
―
Ｓ
＃
165
以
降
改
訂
台
本
―
』
に
つ
い
て

　

さ
て
、
も
う
一
つ
の
『
大
怪
獣
モ
ス
ラ
―
Ｓ
＃
165
以
降
改
訂
台
本
―
』（
謄
写

版
）は（（2
（

、
管
見
の
限
り
こ
れ
ま
で
存
在
が
指
摘
さ
れ
て
い
な
い
台
本
で
あ
る
。
私

の
手
許
に
あ
る
の
は
東
宝
文
芸
部
か
ら
福
永
武
彦
へ
の
謹
呈
本
で
、
次
の
よ
う
な

書
簡
が
添
付
さ
れ
て
い
る
。

○
東
宝
文
芸
部
松
下
忠
書
簡　

福
永
武
彦
宛　

一
九
六
一
年
三
月
十
一
日
付

　
　

前
略

　
　

「
大
怪
獣
モ
ス
ラ
」
後
半
を
更
ら
に
改
訂
致
し
ま
し
た
。

配
給
契
約
先
で
あ
る
コ
ロ
ン
ビ
ヤ
本
社
が
外
国
主
要
都
市
の
破
壊
場
面
を
つ

け
る
こ
と
を
強
く
主
張
し
て
来
ま
し
た
の
で
同
封
致
し
ま
し
た
改
訂
稿
の
通

り
書
き
直
し
ま
し
た
。

先
に
御
送
附
致
し
ま
し
た
第
三
稿
プ
リ
ン
ト
、
シ
ー
ン
番
号
一
六
五
よ
り
ラ

ス
ト
迠
で
あ
り
ま
す
。

　
　

先
づ
は
ご
連
絡
ま
で
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

草
々

　
　
　

三
月
十
一
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

文
芸
部

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
下

　
　

福
永
武
彦
様

�

（「
東
宝
株
式
会
社
」
便
箋
使
用
）

　

差
出
者
の
「
文
芸
部
松
下
」
と
は
、
東
宝
文
芸
部
の
松
下
忠
で
あ
ろ
う
。
松
下

忠
に
は
シ
ベ
リ
ヤ
の
抑
留
体
験
を
綴
っ
た
『
最
後
の
鎮
魂 

シ
ベ
リ
ヤ
物
語
』
と

い
う
著
書
が
あ
り
、
そ
の
「
著
者
略
歴
」
か
ら
略
歴
を
知
る
こ
と
が
で
き
る（（2
（

。
そ

れ
に
よ
る
と
、
松
下
忠
は
一
九
二
二
年
生
ま
れ
。
一
九
四
一
年
に
関
東
軍
第
十
一

師
団
に
召
集
さ
れ
た
。
一
九
四
五
年
八
月
の
ソ
連
軍
の
進
攻
と
関
東
軍
壊
滅
に

よ
っ
て
シ
ベ
リ
ヤ
に
抑
留
さ
れ
、
一
九
四
八
年
に
復
員
し
た
。
一
九
四
九
年
に
東

宝
製
作
本
部
文
芸
部
に
籍
を
置
き
、
一
九
六
一
年
に
博
報
堂
に
移
る
ま
で
東
宝
文

芸
部
で
映
画
の
企
画
、
シ
ナ
リ
オ
の
制
作
に
力
を
注
い
だ
。
一
九
七
五
年
か
ら
九

○
年
ま
で
社
団
法
人
日
本
ボ
ウ
リ
ン
グ
場
協
会
事
務
局
長
を
務
め
て
い
る
。

　

松
下
忠
は
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
の
田
中
友
幸
と
と
も
に
、『
ゴ
ジ
ラ
』
に
企
画
段

階
か
ら
関
わ
っ
た
こ
と
で
知
ら
れ
て
い
る
。
竹
内
博
の
紹
介
す
る
『
ゴ
ジ
ラ
』
原

作
者
の
香
山
滋
の
日
記
の
一
九
五
四
年
五
月
二
十
五
日
条
に
、「
五
月
二
十
五
日

（
火
）晴
。
午
後
3
時
よ
り
渋
谷
「
菊
亭
」
に
て
『
ゴ
ジ
ラ
』
打
合
わ
せ
顔
合
わ
せ
。

田
中（
友
幸
―
引
用
者
）プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
、
円
谷（
英
二
―
引
用
者
）キ
ャ
メ
ラ
マ
ン
、

村
田（
武
雄
―
引
用
者
）シ
ナ
リ
オ
ラ
イ
タ
ー
、
本
多（
猪
四
郎
―
引
用
者
）監
督
、
文

芸
部
松
下（
忠
―
引
用
者
）氏
、
出
席
。
泊
」
と
あ
る（（2
（

。
松
下
忠
は
こ
う
し
た
経
緯

で
、
ノ
ン
ク
レ
ジ
ッ
ト
な
が
ら
『
ゴ
ジ
ラ
』
の
ス
タ
ッ
フ
に
「
製
作
係
」
と
し
て

名
を
連
ね
て
い
る
し（（2
（

、
一
九
九
一
年
に
は
「「
ゴ
ジ
ラ
誕
生
」
随
想
」
を
書
い
て
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い
る（（3
（

。

　

一
九
六
一
年
は
松
下
忠
が
東
宝
文
芸
部
か
ら
博
報
堂
に
移
る
年
に
当
た
り
、

『
モ
ス
ラ
』
関
係
の
仕
事
は
松
下
に
と
っ
て
も
、
東
宝
文
芸
部
員
と
し
て
の
最
後

の
仕
事
に
な
っ
た
と
い
え
よ
う
。

　

さ
て
、『
大
怪
獣
モ
ス
ラ
―
Ｓ
＃
165
以
降
改
訂
台
本
―
』
を
第
一
稿
の
ラ
ス
ト

と
比
較
す
る
と
、
主
要
部
分
で
も
次
の
よ
う
な
相
違
が
あ
る
。

（
1
）　

『
大
怪
獣
モ
ス
ラ
―
Ｓ
＃
165
以
降
改
訂
台
本
―
』
に
は
、
ロ
リ
シ
カ
国
に

逃
げ
た
ネ
ル
ソ
ン
が
、
自
分
の
持
つ
農
場
に
隠
れ
る
設
定
が
あ
る
。
こ
の
農

場
の
シ
ー
ン
は
映
画
に
も
採
用
さ
れ
て
い
る
が
、
第
一
稿
に
は
な
い
。

（
2
）　

日
東
新
聞
記
者
の
福
田
善
一
郎（
フ
ラ
ン
キ
ー
堺
）や
日
東
新
聞
写
真
部
の
花

村
ミ
チ（
香
川
京
子
）が
ネ
ル
ソ
ン
の
死
を
知
る
の
は
、
第
一
稿
で
は
日
東
新

聞
社
会
部
に
送
ら
れ
て
き
た
英
文
テ
レ
タ
イ
プ
に
よ
っ
て
で
あ
る
。
そ
の
後
、

福
田
善
一
郎
や
花
村
ミ
チ
は
言
語
学
者
の
中
条
信
一（
小
泉
博
）と
と
も
に
、

暴
れ
る
モ
ス
ラ
を
鎮
め
る
た
め
に
、
ロ
リ
シ
カ
国
の
要
請
で
小
美
人
と
話
し

合
い
に
ロ
リ
シ
カ
国
に
飛
ぶ
の
で
あ
る
。
し
か
し
、『
大
怪
獣
モ
ス
ラ
―
Ｓ

＃
165
以
降
改
訂
台
本
―
』
で
は
、
福
田
や
中
条
、
ミ
チ
た
ち
は
ロ
リ
シ
カ
国

に
行
く
途
中
、
ジ
ェ
ッ
ト
旅
客
機
の
中
で
ネ
ル
ソ
ン
の
死
を
知
る
次
の
よ
う

な
設
定
に
変
更
さ
れ
て
い
る
。

　
　

210　

旅
客
機
の
中

　
　
　
　
　

中
条
の
処
へ
メ
モ
が
届
け
ら
れ
る
。

　
　

中
条
「
…
…
（
読
む
、
顔
が
引
き
し
ま
る
）
…
…
」

　
　

福
田
「
な
ン
で
す
…
…
」

　
　

中
条�

「
ネ
ル
ソ
ン
が
ニ
ユ
ー
ワ
ゴ
ン
シ
テ
イ
郊
外
の
教
会
前
で
射
殺
さ
れ
た
」

　
　

福
田
「
え
ツ
！
…
…
じ
や
小
美
人
は
？
」

　
　

中
条�

「（
小
美
人
を
入
れ
た
―
引
用
者
）箱
は
あ
る
…
…
然
し
す
ぐ
開
け
る
訳
に

も
い
か
な
い
ん
で
す
ぐ
来
て
く
れ
と
言
つ
て
る
ン
だ
」

　

台
本
の
一
部
を
引
用
し
た
の
は
、『
大
怪
獣
モ
ス
ラ
―
Ｓ
＃
165
以
降
改
訂
台
本

―
』
に
お
い
て
も
、
映
画
の
「
ニ
ュ
ー
カ
ー
ク
シ
テ
ィ
」
で
は
な
く
、
原
作
小

説
・
第
一
稿
と
同
じ
「
ニ
ュ
ー
ワ
ゴ
ン
シ
テ
ィ
」
の
都
市
名
が
残
さ
れ
て
い
る
こ

と
を
確
認
し
た
か
っ
た
た
め
で
も
あ
る
。
な
お
、
完
成
し
た
映
画
で
は
、
ジ
ェ
ッ

ト
旅
客
機
の
中
の
シ
ー
ン
は
あ
る
が
、
福
田
た
ち
が
ネ
ル
ソ
ン
の
死
を
知
る
シ
ー

ン
は
省
か
れ
た
。

（
3
）　

ニ
ュ
ー
ワ
ゴ
ン
シ
テ
ィ
郊
外
の
フ
ェ
ー
ザ
ー
飛
行
場
で
小
美
人
と
の
邂
逅

を
果
た
し
た
モ
ス
ラ
は
、
暴
れ
る
の
を
止
め
、
小
美
人
と
と
も
に
イ
ン
フ
ァ

『大怪獣モスラ―Ｓ＃165以降改訂台本―』
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ン
ト
島
を
指
し
て
飛
び
去
っ
た
。『
大
怪
獣
モ
ス
ラ
―
Ｓ
＃
165
以
降
改
訂
台

本
―
』
で
は
、
福
田
善
一
郎
と
花
村
ミ
チ
が
そ
れ
を
見
送
っ
た
あ
と
、
次
の

よ
う
な
や
り
取
り
を
し
て
い
る（
シ
ー
ンN

o.223 

フ
ェ
ー
ザ
ー
飛
行
場
）。

　
　

福
田�

「
あ
そ
う
だ
！　

デ
ス
ク
に
電
報
し
な
く
ち
や
ア
…
…
ト
ッ
プ
だ
よ
」

　
　

ミ
チ
「
⁉　

シ
マ
ッ
タ
！
」

　
　

福
田
「
え
？
」

　
　

ミ
チ
「
写
真
と
る
の
忘
れ
タ
‼
」

　

花
村
ミ
チ
は
、「
カ
メ
ラ
の
レ
ン
ズ
か
ら
の
ぞ
い
た
現
実
し
か
信
じ
ま
せ
ん
」

と
述
べ
る
ほ
ど
の
「
現
実
派
」
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
、
そ
の
花
村
ミ
チ
が
、
小
美

人
や
モ
ス
ラ
と
交
流
し
た
結
果
、
写
真
家
と
し
て
の
職
務
以
上
に
、
人
間
と
し
て

大
切
な
こ
と
が
あ
る
の
を
知
る
セ
リ
フ
と
し
て
、
映
画
に
も
取
り
入
れ
ら
れ
て
い

る
。
し
か
し
、
こ
の
シ
ー
ン
は
第
一
稿
に
は
な
く
、『
大
怪
獣
モ
ス
ラ
―
Ｓ
＃
165

以
降
改
訂
台
本
―
』
に
お
い
て
つ
け
加
え
ら
れ
た
部
分
な
の
で
あ
る
。

　

以
上
に
紹
介
し
た
『
大
怪
獣
モ
ス
ラ
―
Ｓ
＃
165
以
降
改
訂
台
本
―
』
の
存
在
か

ら
、
映
画
『
モ
ス
ラ
』
の
ニ
ュ
ー
カ
ー
ク
シ
テ
ィ
の
ラ
ス
ト
は
、
第
一
稿
が
流
用

さ
れ
た
の
で
は
な
く
、
短
期
間
と
は
い
え
、
新
た
に
書
き
直
さ
れ
た
も
の
と
す
る

こ
と
が
で
き
よ
う
。

　

松
下
忠
の
書
簡
に
、「
同
封
致
し
ま
し
た
改
訂
稿
の
通
り
書
き
直
し
ま
し
た
」

と
あ
る
の
を
参
看
す
る
な
ら
、
こ
の
書
き
直
し
は
松
下
忠
が
行
っ
た
よ
う
に
も
取

れ
る
。
し
か
し
、
松
下
の
こ
の
文
章
は
、「
東
宝
文
芸
部
」
の
一
員
と
し
て
の
立

場
か
ら
書
か
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

　

池
田
憲
章
氏
に
よ
れ
ば
、『
モ
ス
ラ
対
ゴ
ジ
ラ
』
の
脚
本
執
筆
に
際
し
て
、
関

沢
新
一
は
田
中
友
幸
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
の
依
頼
で
伊
豆
の
旅
館
に
缶
詰
め
と
な
り
、

第
五
稿
の
シ
ナ
リ
オ
を
改
稿
し
完
成
さ
せ
て
い
る
。
池
田
氏
は
こ
の
こ
と
か
ら
、

田
中
は
シ
ナ
リ
オ
の
改
稿
が
必
要
に
な
っ
た
場
合
、
シ
ナ
リ
オ
・
ラ
イ
タ
ー
本
人

に
注
文
し
て
完
成
さ
せ
る
方
針
で
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る（（3
（

。『
モ
ス
ラ
』

も
『
モ
ス
ラ
対
ゴ
ジ
ラ
』
と
同
じ
く
、
関
沢
の
脚
本
で
あ
る
か
ら
、『
大
怪
獣
モ

ス
ラ
―
Ｓ
＃
165
以
降
改
訂
台
本
―
』
に
お
け
る
改
稿
も
、
関
沢
自
身
の
手
に
よ
っ

て
な
さ
れ
た
と
考
え
て
い
い
で
あ
ろ
う
。

　

中
村
哲
氏
に
よ
れ
ば
、
幻
の
ラ
ス
ト
シ
ー
ン
と
な
っ
た
本
多
猪
四
郎
監
督
の
九

州
鹿
児
島
を
中
心
と
し
た
ロ
ケ
は
一
九
六
一
年
二
月
二
十
七
日（
月
）に
開
始
さ
れ
、

三
月
四
日（
土
）に
終
了
。
五
日（
日
）の
現
地
で
の
休
日
を
挟
ん
で
、
六
日（
月
）に

鹿
児
島
を
出
発
し
、
東
京
に
は
翌
七
日（
火
）に
帰
京
す
る
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
あ
っ

た
と
い
う（（3
（

。
完
成
し
た
『
大
怪
獣
モ
ス
ラ
―
Ｓ
＃
165
以
降
改
訂
台
本
―
』
が
松
下

忠
か
ら
福
永
武
彦
に
送
ら
れ
た
の
が
、
本
多
の
帰
京
か
ら
わ
ず
か
四
日
後
の
三
月

十
一
日
付
で
あ
る
か
ら
、
い
か
に
短
時
日
で
ラ
ス
ト
シ
ー
ン
が
書
き
直
さ
れ
た
か

を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。『
大
怪
獣
モ
ス
ラ
―
Ｓ
＃
165
以
降
改
訂
台
本
―
』
が
タ

イ
プ
印
刷
で
な
く
、
謄
写
版
で
あ
っ
た
の
も
、
時
日
が
押
し
迫
っ
た
中
で
急
遽
執

筆
さ
れ
、
ス
タ
ッ
フ
に
配
布
さ
れ
た
事
情
に
よ
る
も
の
と
い
え
よ
う
。

五　

堀
田
善
衞
と
『
発
光
妖
精
と
モ
ス
ラ
』

　

中
村
真
一
郎
・
福
永
武
彦
・
堀
田
善
衞
が
『
発
光
妖
精
と
モ
ス
ラ
』
に
託
し
た

テ
ー
マ
を
め
ぐ
っ
て
は
、
小
野
俊
太
郎
氏
が
『
モ
ス
ラ
の
精
神
史
』
で
丁
寧
に
分

析
し
て
い
る
。
三
人
の
執
筆
分
担
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。

　
　

上　

草
原
に
小
美
人
の
美
し
い
歌
声　

中
村
真
一
郎
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中　

四
人
の
小
妖
精
見
世
物
と
な
る　

福
永
武
彦

　
　

下　

モ
ス
ラ
つ
い
に
東
京
湾
に
入
る　

堀
田
善
衞

　

こ
の
う
ち
、
小
野
氏
や
小
野
氏
に
先
行
す
る
ヤ
マ
ダ
・
マ
サ
ミ
氏（（3
（

が
最
も
注
目

し
た
の
は
、
福
永
武
彦
の
執
筆
し
た
イ
ン
フ
ァ
ン
ト
島
の
モ
ス
ラ
神
話
の
部
分
で

あ
る
。
イ
ン
フ
ァ
ン
ト
島
の
神
話
に
よ
っ
て
『
モ
ス
ラ
』
に
幻
想
性
が
加
味
さ
れ

た
か
ら
、
あ
る
意
味
で
は
こ
れ
は
当
然
の
こ
と
と
い
え
よ
う
。
し
か
し
、
幼
虫
モ

ス
ラ
が
東
京
を
襲
い
、
成
虫
に
な
っ
て
ロ
シ
リ
カ
国
の
ニ
ュ
ー
ワ
ゴ
ン
シ
テ
ィ
を

襲
う
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
の
「
下　

モ
ス
ラ
つ
い
に
東
京
湾
に
入
る
」
を
執
筆
し
た

の
は
堀
田
善
衞
で
あ
る
。

　

中
村
真
一
郎
・
福
永
武
彦
は
か
つ
て
加
藤
周
一
と
と
も
に
、
軍
国
主
義
を
批
判

し
、
精
神
の
特
権
を
ラ
デ
ィ
カ
ル
に
主
張
し
た
、
戦
後
文
学
の
出
発
宣
言
と
も
い

え
る
『
1
9
4
6
・
文
学
的
考
察
』
を
敗
戦
直
後
に
発
表
し
た
。『
1
9
4
6
・

文
学
的
考
察
』
再
刊
本
の
「
あ
と
が
き
三
十
年
後
」（
三
人
の
共
同
署
名
で
あ
る
が
、

恐
ら
く
は
加
藤
周
一
の
執
筆
で
あ
ろ
う
）に
、「『
1
9
4
6
・
文
学
的
考
察
』
の
意
図

は
、
政
治
的
ラ
デ
ィ
カ
リ
ズ
ム
と
文
学
の
古
典
的
概
念
が
、
共
存
し
得
る
と
い
ふ

こ
と
の
証
言
に
ほ
か
な
ら
な
い
」
と
あ
る
こ
と
が
、
か
つ
て
『
1
9
4
6
・
文
学

的
考
察
』
で
中
村
た
ち
が
意
図
し
た
こ
と
を
端
的
に
語
っ
て
い
る（（3
（

。

　

こ
の
『
1
9
4
6
・
文
学
的
考
察
』
に
お
け
る
「
政
治
的
ラ
デ
ィ
カ
リ
ズ
ム
」

は
、
二
人
が
執
筆
に
参
加
し
た
『
発
光
妖
精
と
モ
ス
ラ
』
に
も
引
き
継
が
れ
て
い

る
と
い
え
よ
う
。
中
村
真
一
郎
は
筑
摩
書
房
版
『
発
光
妖
精
と
モ
ス
ラ
』
の
「
あ

と
が
き　

回
想
「
モ
ス
ラ
」」
で
、「
上
陸
し
た
芋
虫
が
国
会
議
事
堂
の
上
に
ま
ゆ

0

0

を
作
っ
て
し
ま
う
。
そ
れ
を
排
除
す
る
た
め
に
、
自
衛
隊
が
出
動
と
な
る
の
だ
が
、

私
た
ち
三
人
は
そ
こ
で
、
日
米
安
保
条
約
を
持
ち
出
し
、
こ
の
条
約
に
よ
っ
て
、

日
本
政
府
は
ア
メ
リ
カ
軍
に
出
動
を
要
請
し
、
議
事
堂
の
ま
わ
り
は
安
保
反
対
の

群
衆
が
と
り
巻
く
。
こ
こ
は
一
部
、
ニ
ュ
ー
ス
映
画
の
実
写
を
借
用
す
る
。
一
方
、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
国
連
本
部
で
は
、
ソ
聯
が
日
米
安
保
の
発
動
に
拒
否
権
を
申
し

出
て
、
こ
ち
ら
も
緊
張
し
た
論
争
場
面
が
つ
づ
く
。
映
画
の
画
面
は
東
京
の
国
会

周
辺
と
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
国
連
会
議
場
と
を
カ
ッ
ト
・
バ
ッ
ク
で
次
第
に
激
し
く

往
来
し
、
昂
奮
が
絶
頂
に
達
し
た
と
こ
ろ
で
、
ま
ゆ
が
破
れ
て
蛾
が
議
事
堂
の
頂

上
か
ら
飛
び
立
つ
と
い
う
の
が
ラ
ス
ト
・
シ
ー
ン
と
な
る
、
と
い
う
私
た
ち
の
案

は
、
田
中（
友
幸
―
引
用
者
）さ
ん
の
独
立
プ
ロ
の
映
画
だ
な
あ
、
と
い
う
一
語
に

よ
っ
て
あ
っ
さ
り
と
否
定
さ
れ
」
た
と
述
べ
て
い
る（（3
（

。

　

し
か
し
、『
モ
ス
ラ
』
の
「
政
治
的
ラ
デ
ィ
カ
リ
ズ
ム
」
を
め
ぐ
っ
て
は
、
三

人
の
共
同
原
案
と
は
い
え
、
直
接
に
は
モ
ス
ラ
が
東
京
を
襲
い
、
国
会
議
事
堂
に

繭
を
作
る
「
モ
ス
ラ
つ
い
に
東
京
湾
に
入
る
」
の
場
面
を
執
筆
し
た
堀
田
善
衞
の

意
図
を
探
る
こ
と
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
で
本
稿
の
最
後
に
、『
発
光
妖
精
と

モ
ス
ラ
』
の
テ
ー
マ
の
一
班
に
つ
い
て
、「
モ
ス
ラ
つ
い
に
東
京
湾
に
入
る
」
の

部
分
を
中
心
に
考
え
る
こ
と
に
し
た
い
。

　

モ
ス
ラ
が
国
会
議
事
堂
に
繭
を
作
る
場
面
は
、
田
中
友
幸
に
「
独
立
プ
ロ
の
映

画
だ
な
あ
」
と
却
下
さ
れ
、
竣
工
三
年
目
の
東
京
タ
ワ
ー
に
変
更
さ
れ
た
。
し
か

し
、『
モ
ス
ラ
』
が
公
開
前
年
に
当
た
る
一
九
六
○
年
の
政
府
・
自
民
党
に
よ
る

日
米
新
安
保
条
約
強
行
採
決
と
、
そ
れ
に
対
す
る
安
保
反
対
の
国
民
運
動
を
テ
ー

マ
の
一
つ
と
し
て
示
唆
し
て
い
る
こ
と
は
、「
モ
ス
ラ
つ
い
に
東
京
湾
に
入
る
」

に
、「
最
近
こ
の
国
で
は
ロ
シ
リ
カ
国
と
軍
事
条
約
が
結
ば
れ
、
こ
の
条
約
問
題

を
め
ぐ
っ
て
国
会
の
内
外
に
多
大
の
紛
乱
が
ま
き
お
こ
さ
れ
、
条
約
は
国
民
の
十

分
な
納
得
の
い
か
ぬ
う
ち
に
締
結
さ
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
っ
た
」
と
あ
る
こ
と
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か
ら
も
う
か
が
え
よ
う
。

　

こ
の
点
を
め
ぐ
っ
て
は
、
小
野
氏
も
す
で
に
注
目
し
、「『
モ
ス
ラ
』
に
向
け
て
、

三
人
の
作
家
が
描
い
た
構
想
は
明
確
で
あ
ろ
う
。
モ
ス
ラ
は
、
水
爆
実
験
が
も
た

ら
す
被
害
の
人
類
へ
の
警
鐘
と
い
う
よ
り
、
日
米
安
保
条
約
と
米
ソ
の
冷
戦
構
造

を
浮
か
び
上
が
ら
せ
る
怪
獣
で
あ
っ
た
」
と
述
べ
て
い
る（（3
（

。
小
野
氏
は
、
登
場
人

物
の
花
村
ミ
チ
子（
原
作
で
は
中
条
信
一
の
助
手
。
シ
ナ
リ
オ
で
名
前
が
「
花
村
ミ
チ
」

に
な
り
、
日
東
新
聞
写
真
部
員
に
設
定
が
変
更
さ
れ
た
）を
「
華
村
美
智
子
」
と
別
の

漢
字
に
置
き
換
え
る
と
、
安
保
闘
争
で
死
亡
し
た
樺
美
智
子（
東
京
大
学
文
学
部
国

史
学
科
学
生
。
安
保
反
対
の
闘
争
で
一
九
六
○
年
六
月
十
五
日
、
国
会
構
内
で
二
十
二
歳

で
死
亡（
（3
（

）を
連
想
さ
せ
る
と
も
述
べ
て
い
る
が
、
至
言
で
あ
ろ
う
。

　

『
モ
ス
ラ
』
の
原
作
小
説
が
書
か
れ
、
映
画
化
が
進
行
し
て
い
た
一
九
六
○
―

六
一
年
に
は
、
堀
田
善
衞
は
島
原
の
乱
に
取
材
し
た
歴
史
小
説
『
海
鳴
り
の
底
か

ら
』
の
連
載
に
取
り
組
ん
で
い
た
。
堀
田
は
六
○
年
五
月
末
ご
ろ
、
国
会
を
と
り

ま
き
、
日
米
安
全
保
障
条
約
案
に
対
し
て
反
対
す
る
人
々
の
あ
げ
て
い
た
声
を
半

蔵
門
付
近
で
聞
き
、『
海
鳴
り
の
底
か
ら
』
の
中
に
「
作
者
の
心
証
」
と
し
て
、

次
の
よ
う
に
書
き
込
ん
だ（（3
（

。

　

大
ゲ
サ
な
こ
と
を
言
う
と
い
わ
れ
る
で
あ
ろ
う
が
、
民
主
主
義
と
は
、
国

民
が
自
己
の
運
命
に
か
か
わ
る
こ
と
を
、
自
ら
考
え
、
決
断
し
、
そ
の
考
え
、

決
断
を
表
現
し
、
政
治
家
と
い
う
も
の
は
そ
の
考
え
、
決
断
を
執
行
す
る

サ
ー
バ
ン
ト
と
し
て
あ
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
と
は
い
え
、
私
は
、

国
民
は
そ
の
時
々
の
自
ら
の
姿
に
似
せ
た
政
府
を
も
つ
、
と
い
う
格
言
を
忘

れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。

　

『
海
鳴
り
の
底
か
ら
』
に
書
き
付
け
た
こ
の
一
文
と
同
じ
思
い
が
、
堀
田
の

「
モ
ス
ラ
つ
い
に
東
京
湾
に
入
る
」
に
も
横
溢
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

　

『
モ
ス
ラ
』
の
テ
ー
マ
を
め
ぐ
っ
て
は
、
東
宝
ス
タ
ジ
オ
・
メ
ー
ル（
映
画
の
プ

レ
ス
シ
ー
ト
）に
、「
弱
小
民
族
の
怒
り
を
テ
ー
マ
に
、
中
村
真
一
郎
、
福
永
武
彦
、

堀
田
善
衞
ら
三
人
の
文
学
者
に
よ
る
共
同
原
作
」
と
紹
介
さ
れ
て
い
る（（3
（

。「
弱
小

民
族
」
と
は
直
接
に
は
、
大
国
ロ
リ
シ
カ
の
水
爆
実
験
の
被
害
を
被
り
、
ネ
ル
ソ

ン
が
小
美
人
を
拉
致
す
る
際
に
住
民
が
虐
殺
さ
れ
た
イ
ン
フ
ァ
ン
ト
島
を
指
す
。

し
か
し
、
堀
田
善
衞
に
と
っ
て
は
、
同
時
に
、
米
ソ
の
冷
戦
体
制
下
、
新
安
保
条

約
が
批
准
さ
れ
た
日
本
国
民
を
指
し
て
い
る
と
考
え
て
い
い
で
あ
ろ
う
。

　

掘
田
善
衞
は
、
占
領
下
の
一
九
五
一
年
に
「
広
場
の
孤
独
」
と
い
う
小
説
を
発

表
し
た（（4
（

。
一
切
の
政
治
的
支
配
力
か
ら
精
神
的
に
自
由
で
あ
り
た
い
と
思
う
主
人

公（
堀
田
自
身
が
寓
意
さ
れ
て
い
る
）は
、
し
か
し
敗
戦
後
の
占
領
と
い
う
事
態
の
中

で
、
日
本
は
「
ク
レ
ム
リ
ン
の
広
場
」
と
「
ワ
シ
ン
ト
ン
の
広
場
」
に
象
徴
さ
れ

る
国
際
政
治
の
中
に
組
み
込
ま
れ
、
日
本
人
は
否
応
な
し
に
何
ら
か
の
意
味
で
政

治
に
対
す
る
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
を
強
制
さ
れ
る
存
在
で
あ
る
こ
と
を
意
識
し
て
悩

む
。
そ
し
て
、
そ
の
こ
と
を
「
広
場
の
孤
独
」
と
い
う
題
名
の
小
説
に
書
こ
う
と

す
る
話
で
あ
る
。「
広
場
の
孤
独
」
の
最
後
は
、
次
の
よ
う
な
一
文
で
結
ば
れ
て

い
る
。木

垣（
主
人
公
の
名
―
引
用
者
）は
ぶ
る
っ
と
頭
を
振
っ
て
再
び
空
を
仰
い
だ
。

星
々
は
い
つ
の
間
に
か
消
え
て
し
ま
っ
て
、
空
は
い
つ
も
の
よ
う
に
暗
か
っ

た
。
光
り
は
、
ク
レ
ム
リ
ン
の
広
場
と
か
ワ
シ
ン
ト
ン
の
広
場
と
か
、
そ
う

い
う
と
こ
ろ
に
だ
け
、
虚
し
い
ほ
ど
に
煌
々
と
輝
い
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ

た
。
そ
し
て
彼
は
そ
こ
に
む
き
出
し
に
な
っ
て
い
る
自
分
を
感
じ
た
。
生
れ

て
は
じ
め
て
、
彼
は
祈
っ
た
。
レ
ン
ズ
の
焦
点
を
ひ
き
し
ぼ
る
よ
う
な
気
持
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注（
1
）　

本
多
猪
四
郎
監
督
『
ゴ
ジ
ラ
』
東
宝
株
式
会
社（
Ｄ
Ｖ
Ｄ
）、
二
○
○
一
年
二
月
。

原
作
は
、
香
山
滋
『
小
説
ゴ
ジ
ラ
』
小
学
館
ス
ー
パ
ー
ク
エ
ス
ト
文
庫
、
一
九
九
三

年
。
ま
た
、
同
『
怪
獣
ゴ
ジ
ラ
』
大
和
書
房
、
一
九
八
三
年
。

（
2
）	

『Pen

』
二
○
一
四
年
七
月
十
五
日
号（
三
六
三
号
）「
ゴ
ジ
ラ
完
全
復
活
！
」、
阪

急
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ズ
。
佐
々
木
浩
二
編
『
夕
刊
ゴ
ジ
ラ
』
夕
刊
フ
ジ
、
二
○

一
四
年
七
月
十
八
日
。
鈴
木
隆
祐
「
ゴ
ジ
ラ
に
イ
ン
ス
パ
イ
ア
さ
れ
た
特
撮
作
品
た

ち
」『
ま
ん
が
誰
も
知
ら
な
い
Ｔ
Ｖ
特
撮
ト
ン
デ
モ
Ｆ
Ｉ
Ｌ
Ｅ
』
コ
ア
マ
ガ
ジ
ン
、

二
○
一
三
年
。『
Ｇ
Ｏ
Ｄ
Ｚ
Ｉ
Ｌ
Ｌ
Ａ
』
東
宝（
株
）映
像
事
業
部
、
二
○
一
四
年
七

月
二
十
五
日（
封
切
時
の
映
画
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
）。

（
3
）　

北
村
龍
平
監
督
『
ゴ
ジ
ラ 

フ
ァ
イ
ナ
ル 

ウ
ォ
ー
ズ　

ス
タ
ン
ダ
ー
ド
・
エ
デ
ィ

シ
ョ
ン
』
東
宝
株
式
会
社（
Ｄ
Ｖ
Ｄ
）、
二
○
○
五
年
七
月（
二
○
○
四
年
十
二
月
四

日
公
開
）。

（
4
）　

拙
稿
「『
長
髪
大
怪
獣
ゲ
ハ
ラ
』
覚
え
書
き
―
み
う
ら
じ
ゅ
ん
と
特
撮
怪
獣
映
画

へ
の
回
顧
―
」『
言
語
文
化
論
叢
』
八
巻
、
白
地
社
、
二
○
一
四
年
九
月
。

（
5
）　

本
多
猪
四
郎
監
督
『
モ
ス
ラ
』
東
宝
株
式
会
社（
Ｄ
Ｖ
Ｄ
）、
二
○
○
三
年
十
一
月
。

（
6
）　

本
多
猪
四
郎
監
督
『
モ
ス
ラ
対
ゴ
ジ
ラ
』
東
宝
株
式
会
社（
Ｄ
Ｖ
Ｄ
）、
二
○
○
三

年
四
月
。『
モ
ス
ラ
対
ゴ
ジ
ラ
』
東
宝
事
業
部
出
版
課
、
一
九
六
四
年
四
月
二
十
九

日（
封
切
時
の
映
画
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
）。

（
7
）　

小
野
俊
太
郎
『
モ
ス
ラ
の
精
神
史
』
講
談
社
現
代
新
書
、
二
○
○
七
年
。

（
8
）　

そ
の
ほ
か
、
管
見
に
入
っ
た
『
モ
ス
ラ
』
に
触
れ
た
主
要
な
研
究
・
評
論
と
し
て
、

次
の
も
の
が
あ
る
。
佐
藤
健
志
『
ゴ
ジ
ラ
と
ヤ
マ
ト
と
ぼ
く
ら
の
民
主
主
義
』
文
藝

春
秋
、
一
九
九
二
年
、
九
五
―
九
六
頁
。
ヤ
マ
ダ
・
マ
サ
ミ
『
絶
対
ゴ
ジ
ラ
主
義
』

角
川
書
店
、
一
九
九
五
年
、
一
三
○
―
一
四
五
頁
。
寺
西
健
治
『
東
宝
特
撮
怪
獣
映

画
大
全
集
』
ミ
リ
オ
ン
出
版
、
二
○
○
五
年
、
八
六
―
八
七
頁
。
好
井
裕
明
『
ゴ
ジ

ラ
・
モ
ス
ラ
・
原
水
爆　

特
撮
映
画
の
社
会
学
』
せ
り
か
書
房
、
二
○
○
七
年
。
切

通
理
作
「
モ
ス
ラ
―
人
類
と
怪
獣
の
共
存
と
い
う
領
域
を
開
拓
し
た
革
命
的
一

作
！
」
別
冊
映
画
秘
宝
『
東
宝
特
撮
総
進
撃
』
洋
泉
社
、
二
○
○
九
年
十
一
月
。
赤

坂
憲
雄
『
ゴ
ジ
ラ
と
ナ
ウ
シ
カ 

海
の
彼
方
よ
り
訪
れ
し
も
の
た
ち
』
イ
ー
ス
ト
・

プ
レ
ス
、
二
○
一
四
年
、「
モ
ス
ラ
、
ま
た
は
南
洋
と
い
う
夢
」。
野
村
宏
平
『
ゴ
ジ

ラ
と
東
京 

怪
獣
映
画
で
た
ど
る
昭
和
の
都
市
風
景
』
一
迅
社
、
二
○
一
四
年
、

「『
モ
ス
ラ
』
の
東
京
」。

（
9
）　

別
冊
映
画
秘
宝（
友
井
健
人
企
画
）『
モ
ス
ラ
映
画
大
全
』
洋
泉
社
、
二
○
一
一
年

八
月
。

（
10
）　

田
中
友
幸
「
特
撮
映
画
の
思
い
出
」
田
中
友
幸
監
修
『
東
宝
特
撮
映
画
全
史
』
東

宝
株
式
会
社
出
版
事
業
室
、
一
九
八
三
年
。

（
11
）　

本
多
猪
四
郎
監
督
『
空
の
大
怪
獣 

ラ
ド
ン
』
東
宝
株
式
会
社（
Ｄ
Ｖ
Ｄ
）、
二
○

○
一
年
二
月（
一
九
五
六
年
十
二
月
二
十
六
日
公
開
）。
原
作
は
、
黒
沼
健
『
ラ
ド
ン

の
誕
生
』
小
学
館（
中
学
生
の
友
十
月
号
付
録
）、
一
九
五
六
年
十
月
。
黒
沼
健
・
原

作
、
桑
田
次
郎
・
え
『
空
の
大
怪
獣 

ラ
ド
ン
』
集
英
社（
お
も
し
ろ
ブ
ッ
ク
十
月
号

ふ
ろ
く
）、
一
九
五
六
年
十
月
。

（
12
）　

本
多
猪
四
郎
監
督
『
地
球
防
衛
軍
』
東
宝
株
式
会
社（
Ｄ
Ｖ
Ｄ
）、
二
○
○
一
年
六

月（
一
九
五
七
年
十
二
月
二
十
八
日
公
開
）。
丘
美
丈
二
郎
に
よ
る
原
作
は
印
刷
物
の

形
で
は
残
っ
て
い
な
い
。
丘
美
丈
二
郎
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
丘
美
丈
二
郎
―
『
地

球
防
衛
軍
』『
妖
星
ゴ
ラ
ス
』
の
探
偵
・
Ｓ
Ｆ
作
家
―
」『
京
都
橘
大
学
研
究
紀
要
』

四
○
号
、
二
○
一
四
年
二
月
、
参
照
。

で
先
ず
書
い
た
。
／
広
場
の
孤
独
／
と
。

　

堀
田
が
「
広
場
の
孤
独
」
に
こ
の
よ
う
に
記
し
た
翌
一
九
五
二
年
四
月
に
、
Ｇ

Ｈ
Ｑ
は
廃
止
さ
れ
、
対
日
平
和
・
日
米
安
保
両
条
約
が
発
効
さ
れ
て
、
日
本
は
形

の
う
え
で
独
立
を
回
復
し
た
。
し
か
し
、「
ク
レ
ム
リ
ン
の
広
場
」
と
「
ワ
シ
ン

ト
ン
の
広
場
」
に
象
徴
さ
れ
る
国
際
政
治
に
組
み
込
ま
れ
た
日
本
国
民
の
「
弱
小

民
族
」
と
し
て
の
立
場
は
、
そ
れ
か
ら
十
年
を
経
て
変
化
し
、
日
本
国
民
は
国
際

政
治
に
対
す
る
主
体
性
を
回
復
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
堀
田
の
「
広
場
の
孤
独
」

以
来
の
そ
の
よ
う
な
問
い
が
、
ソ
連（
ロ
シ
ア
）と
ア
メ
リ
カ
を
合
わ
せ
た
大
国

「
ロ
シ
リ
カ
国
」
に
日
本
が
翻
弄
さ
れ
る
「
モ
ス
ラ
つ
い
に
東
京
湾
に
入
る
」
の

設
定
を
生
ん
だ
の
で
あ
る
。

東宝特撮映画『モスラ』と中村真一郎・福永武彦・堀田善衞『発光妖精とモスラ』
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（
13
）　

福
永
武
彦
『
加
田
伶
太
郎
全
集
』
桃
源
社
、
一
九
七
○
年
、
に
福
永
の
探
偵
小
説

と
Ｓ
Ｆ
は
全
て
集
成
さ
れ
て
い
る
。「
完
全
犯
罪
」（
一
九
五
六
年
発
表
）な
ど
の
発

表
当
時
に
は
、
加
田
伶
太
郎
が
福
永
武
彦
の
ペ
ン
ネ
ー
ム
で
あ
る
こ
と
は
伏
せ
ら
れ

て
お
り
、
加
田
伶
太
郎
は
覆
面
作
家
で
あ
っ
た
。

（
14
）　

中
村
真
一
郎
『
黒
い
終
点
』
彌
生
書
房
、
一
九
六
○
年
。

（
15
）	

『
幻
想
文
学
』
三
九
号
「
特
集
・
大
怪
獣
文
学
館
」、
幻
想
文
学
出
版
局
、
一
九
九

三
年
九
月
、
三
九
頁
。

（
16
）　

堀
田
善
衞
『
ゴ
ヤ　

ス
ペ
イ
ン
・
光
と
影
』
新
潮
社
、
一
九
七
四
年
。
同
『
ゴ
ヤ　

マ
ド
リ
ー
ド
・
砂
漠
と
砂
』
新
潮
社
、
一
九
七
五
年
。
同
『
ゴ
ヤ　

巨
人
の
影
に
』

新
潮
社
、
一
九
七
六
年
。
同
『
ゴ
ヤ　

運
命
・
黒
い
絵
』
新
潮
社
、
一
九
七
七
年
。

（
17
）　

中
村
真
一
郎
・
福
永
武
彦
・
堀
田
善
衞
『
発
光
妖
精
と
モ
ス
ラ
』
筑
摩
書
房
、
一

九
九
四
年
。

（
18
）　

東
宝
Ｓ
Ｆ
特
撮
映
画
シ
リ
ー
ズ
Ｖ
Ｏ
Ｌ
・
2
『
モ
ス
ラ
／
モ
ス
ラ
対
ゴ
ジ
ラ
』
東

宝
株
式
会
社
事
業
部
出
版
商
品
販
促
室
、
一
九
八
五
年
。

（
19
）　

友
井
健
人
構
成
「『
モ
ス
ラ
』
が
で
き
る
ま
で
」
別
冊
映
画
秘
宝
『
モ
ス
ラ
映
画

大
全
』（
前
掲
）。

（
20
）　

本
多
猪
四
郎
監
督
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
「
人
間
の
生
を
破
壊
す
る
行
為
に
対
し
て
は
、

徹
底
的
に
抵
抗
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。」
東
宝
Ｓ
Ｆ
特
撮
映
画
シ
リ
ー
ズ
Ｖ
Ｏ

Ｌ
・
2
『
モ
ス
ラ
／
モ
ス
ラ
対
ゴ
ジ
ラ
』（
前
掲
）。
な
お
、
本
多
猪
四
郎
『「
ゴ
ジ

ラ
」
と
わ
が
映
画
人
生
』
実
業
之
日
本
社
、
一
九
九
四
年
、
一
四
三
―
一
四
八
頁
で

も
『
モ
ス
ラ
』
に
触
れ
ら
れ
て
い
る
が
、
ラ
ス
ト
に
対
す
る
言
及
は
な
い
。

（
21
）	

『
大
怪
獣
モ
ス
ラ 

第
2
稿
』
台
本（
関
沢
新
一
脚
本
）、
東
宝
株
式
会
社
、
一
九
六

一
年（
タ
イ
プ
印
刷
）。
シ
ナ
リ
オ
末
尾
に
「1961.1.14

」
の
ク
レ
ジ
ッ
ト
が
あ
る
。

（
22
）　

小
野
俊
太
郎
『
モ
ス
ラ
の
精
神
史
』（
前
掲
）。

（
23
）　

モ
ス
ラ
の
出
生
地
で
あ
る
イ
ン
フ
ァ
ン
ト
島（
も
と
よ
り
架
空
の
島
で
あ
る
）の
位

置
に
つ
い
て
は
、
小
野
俊
太
郎
氏
も
考
察
を
試
み
て
い
る
が（
小
野
俊
太
郎
『
モ
ス

ラ
の
精
神
史
』、
第
四
章
「
イ
ン
フ
ァ
ン
ト
島
と
南
方
幻
想
」）、
野
村
宏
平
氏
は
太

平
洋
カ
ロ
リ
ン
諸
島
の
近
海
に
浮
か
ぶ
孤
島
と
し
て
い
る（
野
村
宏
平
構
成
・
文

『
モ
ス
ラ
大
百
科
』
勁
文
社（
ケ
イ
ブ
ン
シ
ャ
の
大
百
科
615
）、
一
九
九
七
年
、
一
八

二
―
一
八
三
頁
）。

（
24
）　

海
上
保
安
庁
は
運
輸
省（
現
在
は
国
土
交
通
省
）に
属
す
る
海
上
の
警
備
救
難
を
行

う
警
察
組
織
で
あ
り
、
軍
事
力
を
行
使
す
る
海
上
自
衛
隊
と
は
異
な
る（
渡
辺
一
正

「
海
上
保
安
庁
の
歩
み
」『
海
上
保
安
庁
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク 

改
訂
第
2
版
』
海
人
社

（
世
界
の
艦
船
別
冊
）、
二
○
○
一
年
。
柿
谷
哲
也
『
海
上
保
安
庁
「
装
備
」
の
す
べ

て
』
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
、
二
○
一
二
年
）。
海
難
救
助
の
た
め
海
上

捜
査
を
行
う
設
定
と
し
て
は
、
決
定
稿
で
変
更
さ
れ
た
海
上
保
安
庁
の
方
が
妥
当
で

あ
ろ
う
。
な
お
、
映
画
に
登
場
す
る
第
七
管
区
海
上
保
安
本
部
は
九
州
が
担
当
で

あ
っ
た
が
、
そ
こ
か
ら
南
九
州
を
担
当
す
る
第
十
管
区
が
分
か
れ
、「
さ
つ
ま
」
を

船
名
と
す
る
巡
視
船
は
第
十
管
区（
所
在
地
・
鹿
児
島
市
）に
現
存
す
る（
現
在
の

「
さ
つ
ま
」
は
「
え
り
も
」
型
巡
視
船
で
一
九
九
九
年
竣
工
。『
海
上
保
安
庁
ハ
ン

ド
ブ
ッ
ク 

改
訂
第
2
版
』、
五
九
頁
参
照
。
柿
谷
哲
也
『
海
上
保
安
庁
「
装
備
」
の

す
べ
て
』、
一
三
頁
に
現
在
の
「
さ
つ
ま
」
の
写
真
が
あ
る
）。

（
25
）　

中
村
真
一
郎
・
福
永
武
彦
・
堀
田
善
衞
・
原
作
、
関
沢
新
一
・
シ
ナ
リ
オ
、
吉
田

誠
・
文
『
大
怪
獣
モ
ス
ラ
』
旺
文
社（
中
一
文
庫
。
中
学
時
代
一
年
生
八
月
号
第
三

付
録
）、
一
九
六
一
年
八
月
、
は
中
村
真
一
郎
・
福
永
武
彦
・
堀
田
善
衞
の
文
章
で

は
な
く
、
吉
田
誠
に
よ
る
ジ
ュ
ヴ
ナ
イ
ル
で
あ
る
が
、
原
作
小
説
が
雑
誌
掲
載
の
ま

ま
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
付
録
と
は
い
え
『
モ
ス
ラ
』
小
説
の
単
行
本
と
し
て
流
布

し
た
。
そ
の
内
容
は
ほ
ぼ
映
画
に
沿
っ
て
い
る
が
、
遭
難
し
た
第
二
玄
洋
丸
を
海
上

捜
査
す
る
救
助
船
の
船
名
が
「
は
や
か
ぜ
」
で
あ
る
こ
と
や
、
ラ
ス
ト
が
ニ
ュ
ー

カ
ー
ク
シ
テ
ィ
（
ニ
ュ
ー
ワ
ゴ
ン
シ
テ
ィ
）で
は
な
く
霧
島
山
中
の
仙
人
洞
で
あ
る

こ
と
が
映
画
と
は
相
違
す
る
。
こ
れ
ら
の
点
は
シ
ナ
リ
オ
第
二
稿
と
一
致
す
る
こ
と

か
ら（
決
定
稿
は
霧
島
山
中
仙
人
洞
の
設
定
は
あ
る
が
、「
は
や
か
ぜ
」
の
名
は
な

い
）、
吉
田
誠
は
第
二
稿
を
も
と
に
ジ
ュ
ヴ
ナ
イ
ル
化
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
な

お
、『
モ
ス
ラ
』
公
開
当
時
の
マ
ン
ガ
化
作
品
と
し
て
は
、
吉
田
き
み
ま
ろ
に
よ
る

『
少
年
』
一
九
六
一
年
七
月
号
付
録（
前
編
）・
八
月
号
本
誌（
後
編
）掲
載
の
『
モ
ス

ラ
』（
題
名
は
前
編
で
は
『
大
怪
獣
モ
ス
ラ
』
と
さ
れ
て
い
た
。
後
編
で
『
モ
ス

ラ
』
の
題
名
に
な
っ
た
）が
あ
り
、『
ゴ
ジ
ラ
VSモ
ス
ラ
決
戦
史
』
で
一
本
に
纏
め
ら

れ
て
い
る（
園
田
光
慶
・
久
松
文
雄
・
吉
田
き
み
ま
ろ
『
ゴ
ジ
ラ
VSモ
ス
ラ
決
戦

史
』
竹
書
房
、
一
九
九
二
年
）。

（
26
）	

『
大
怪
獣
モ
ス
ラ
―
Ｓ
＃
165
以
降
改
訂
台
本
―
』（
謄
写
版
印
刷
）。「
Ｓ
＃
」
は
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「
シ
ー
ン
ナ
ン
バ
ー
」
の
意
味
。

（
27
）　

松
下
忠
『
最
後
の
鎮
魂 

シ
ベ
リ
ヤ
物
語
』
光
人
社
、
一
九
九
六
年
。

（
28
）　

竹
内
博
「『
ゴ
ジ
ラ
』
の
誕
生
」
山
本
眞
吾
編
『
円
谷
英
二
の
映
像
世
界
』
実
業

之
日
本
社
、
一
九
八
三
年
。
竹
内
博
は
晩
年
の
香
山
滋
と
直
接
の
親
交
が
あ
っ
た

（
竹
内
博
『
元
祖
怪
獣
少
年
の
日
本
特
撮
映
画
研
究
四
十
年
』
実
業
之
日
本
社
、
二

○
○
一
年
、
一
五
九
―
一
六
七
頁
）。

（
29
）　

別
冊
映
画
秘
宝（
友
井
健
人
企
画
）『
初
代
ゴ
ジ
ラ
研
究
読
本
』
洋
泉
社
、
二
○
一

四
年
八
月
、
三
一
八
頁
「『
ゴ
ジ
ラ
』
制
作
ス
タ
ッ
フ
」
参
照
。

（
30
）　

松
下
忠
「「
ゴ
ジ
ラ
誕
生
」
随
想
」
竹
内
博
・
村
田
英
樹
編
『
ゴ
ジ
ラ1954

』
実
業

之
日
本
社
、
一
九
九
九
年
。

（
31
）　

池
田
憲
章
『
ゴ
ジ
ラ
99
の
真
実
』
徳
間
書
店
、
二
○
一
四
年
、
一
四
二
―
一
四
三

頁
。

（
32
）　

中
村
哲
「
幻
の
九
州
ロ
ケ
」
別
冊
映
画
秘
宝
『
モ
ス
ラ
映
画
大
全
』（
前
掲
）。

（
33
）　

ヤ
マ
ダ
・
マ
サ
ミ
『
絶
対
ゴ
ジ
ラ
主
義
』（
前
掲
）、
一
三
○
―
一
四
五
頁
。

（
34
）　

加
藤
周
一
・
中
村
真
一
郎
・
福
永
武
彦
『
1
9
4
6
・
文
学
的
考
察
』
冨
山
房

（
冨
山
房
百
科
文
庫
）、
一
九
七
七
年
。

（
35
）　

中
村
真
一
郎
「
あ
と
が
き　

回
想
「
モ
ス
ラ
」」
中
村
真
一
郎
・
福
永
武
彦
・
堀

田
善
衞
『
発
光
妖
精
と
モ
ス
ラ
』（
前
掲
）。
佐
々
木
浩
二
編
『
夕
刊
ゴ
ジ
ラ
』（
前

掲
）、
九
面
、
も
参
照
。

（
36
）　

小
野
俊
太
郎
『
モ
ス
ラ
の
精
神
史
』（
前
掲
）、
一
八
二
頁
。

（
37
）　

樺
美
智
子
遺
稿
集
『
人
し
れ
ず
微
笑
ま
ん
』
三
一
新
書
、
一
九
六
○
年
。

（
38
）　

堀
田
善
衞
『
海
鳴
り
の
底
か
ら
』
新
潮
文
庫
、
一
九
七
○
年
、
六
一
七
頁
。

（
39
）　

東
宝
ス
タ
ジ
オ
・
メ
ー
ルN

O
.696

『
大
怪
獣
モ
ス
ラ
』
東
宝
撮
影
所
宣
伝
課
、

一
九
六
一
年
。

（
40
）　

日
本
文
学
全
集
84
『
埴
谷
雄
高
・
堀
田
善
衞
集
』
集
英
社
、
一
九
六
八
年
。
堀
田

善
衞
『
広
場
の
孤
独
・
ゴ
ヤ（「
黒
い
絵
」
に
つ
い
て
）』
新
潮
社（
新
潮
現
代
文
学

29
）、
一
九
八
○
年
、
所
収
。

東宝特撮映画『モスラ』と中村真一郎・福永武彦・堀田善衞『発光妖精とモスラ』
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